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類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　経営面では、企業債借入について、償還金残高や
利息水準などが適切になるよう検討します。また、
漏水など水の無駄が生じないよう取り組みます。
　浄水場施設や配水管では、配水管耐震化事業のほ
か、アセットマネジメント結果などに基づき老朽化
施設の更新を進めます。また、水の使用量低下につ
いて、将来の水需要に合わせた老朽化施設のダウン
サイジングを検討します。加えて、水道事業の広域
化を推進します。
　町では、水道事業ビジョンや経営戦略などを策定
しており、水道事業経営について検討を重ねていま
す。これからも、みなさまが安心して水道をご使用
できますように、水道事業経営に努力いたします。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、平成29年度から県水の
受水量を削減し、自己水を増量するなど支出を減ら
していますが、水道事業ビジョンによる老朽化施設
及び配水管耐震化事業により減価償却費が増加し、
100％を下回っています。
②累積欠損金比率は、平成26年度の会計基準改正以
降、０が続いています。
③流動比率は、令和元年度から配水管耐震化事業に
より流動負債が増加したため流動比率が平成30年度
以前より減少しています。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均に比
べると低い状況です。今後も配水管耐震事業の財源
として企業債の借入を行うため増加すると思われま
す。
⑤料金回収率は、類似団体平均より高いが、100％
を下回っています。
⑥給水原価は、前年度より減少しましたが料金回収
率が100％を下回っている状況のため、コスト削減
を進めていきます。
⑦施設利用率は、類似団体返金より高いが、今後の
給水人口の減少等を踏まえ、施設や管路のダウンサ
イジングを検討していきます。
⑧有収率は、前年度より低下していますが、類似団
体平均より高い状態にあります。重点地域を設定
し、複数年にわたり行った漏水調査や漏水修繕を反
映したものと思われます。今後も高い有収率を維持
できるように漏水修繕を行っていきます。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、浄水場施設・管路と
も古い固定資産が占める割合が多い値となってい
る。
②管路経年化率は、大規模な宅地開発等で布設した
配水管が法定耐用年数を超えたため、令和元年以降
高い状態です。
③管路更新率は、配水管耐震化事業により管路を更
新したため類似団体平均より高い値となっていま
す。今後も計画的に管路の更新を行っていきます。

2. 老朽化の状況
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 19,672

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県　川島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県　川島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

41.63 472.54 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置 19,672

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 76.10 49.97 85.89 1,540 9,805 3.25 3,016.92

　老朽化の状況については、令和２年度末におい
て、法定耐用年数を経過している管渠はないが、近
いうちに法定耐用年数を経過する管渠が出てくるた
め、今後は管渠の改築等が必要になると思われる。
改築や更新は費用がかかり、経営にも影響が及ぶこ
とから、ストックマネジメント計画の策定等によ
り、計画的かつ効率的に維持管理に努めていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　公営企業会計に移行後の決算を初めて迎えたが、
経費回収率は、全国平均、類似団体よりも低い数字
であり、100％を下回っていることから、下水道使
用料だけでは賄いきれておらず、改善の余地がある
と考えられる。供用開始以来、一度も下水道使用料
の改定をしてこなかったことから、使用料の見直し
を検討する必要がある。
　今後は、法定耐用年数を経過し更新が必要な管渠
等が出てくることから、ストックマネジメント計画
を策定し、計画的な維持管理を行い、持続可能で安
定した経営を図る。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、全国平均、類似団体平
均値を上回っており、100%も上回っていることか
ら、単年度収支は黒字となっている。引き続き川島
町経営戦略に基づき、適正な経営を行い、財源確保
に努めていく。
③流動比率については、全国平均、類似団体平均値
を上回っているが、100%には達しておらず、主な要
因として、今年度から公営企業会計へ移行したこと
により、現金の保有額が少ないためであり、今後
は、会計年度を進めることで解消すると考える。
④企業債残高対事業規模比率については、全国平
均、類似団体平均値を上回っている。汚水整備はほ
ぼ完了しているため、新規の借入もなく、償還終了
に伴い減少しているが、内水氾濫対策である雨水幹
線の整備を行ったことから借入が増えており、今後
も微増する見込みである。
⑤経費回収率については、全国平均、類似団体平均
値を下回っており、100％も下回っていることか
ら、使用料の見直しや汚水処理費用の削減を図って
いく。
⑥汚水処理原価については、全国平均、類似団体平
均を下回っており、効率的な汚水処理が実施できて
いると考えられる。
⑧水洗化率については、全国平均、類似団体平均値
を上回っており、引き続き水洗化の向上を図ってい
く。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
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